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１．はじめに 

鋼鉄道橋の代表的な変状として，支点部下フランジのき裂がある．このき裂の発生原因としては，支承部周

辺の摩耗やバタツキ等が挙げられる．そのため補修工事としては，一般にき裂の生じている下フランジ部材を

取り替えるとともに，支承本体も交換している 1)．支点部の補修工事を行う場合は，鋼桁を一旦仮受けする必

要があるが，一般には夜間の列車が運行していない時間帯を利用して，鋼橋の死荷重相当を仮受けし，部材交

換や支承交換工事を行っている．しかしながら，工事による音の問題から夜間施工が行えず，昼間に活荷重を

仮受けした状態で部材交換や支承交換工事を実施するケースもある．本稿では，一般的な死荷重仮受けの方法

を示すとともに，今回実施した活荷重仮受けの手順や安全確保のために施した対策について述べる． 

２．死荷重仮受け方法の例 

死荷重仮受けの具体的事例を以下に示す．図-1 は橋台上の事例である．鋼桁ウェブ端，ならびに橋台パラペ

ット部にそれぞれ仮受ブラケットを設け，油圧ジャッキにより死荷重を仮受けしている．なお，下部工パラペ

ット部等，仮受けを行うにあたり十分な耐荷力を有していることの確認が必須であり，事前に現地調査で状態

確認を行うとともに，配筋状態を調査・推定し，設計を行っている．図-2 は橋脚上の事例である．左右の鋼桁

ウェブ端に仮受ブラケットを設け，油圧ジャッキにより図の左側の桁を仮受けしている． 

いずれの仮受けにおいても，一般にジャッキでのこう上量は軌道への影響を与えないよう 2mm 程度以下に

抑えており，その状態で部材交換や支承交換を行っている．また，例えば左右支承を同時に交換する場合等で

は水平方向の動きの抑止が一時的にできなくなる．死荷重仮受けは夜間作業時の短時間ではあるものの，一般

には中小規模程度の地震を想定し，必要により移動制限装置等を別途設けている． 

死荷重仮受け方法としては，これら以外にも主桁下フランジ部にジャッキを設ける方法等もあり，各現場

において，施工スペースや施工手順を考慮して設定している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 死荷重仮受けの例 

（橋台上）          図-2 死荷重仮受けの例（橋脚上） 

３．活荷重仮受けによる支承部修繕工事 

本稿で示す現場では，施工時に生じる音の問題から夜間工事に制約があり，そのため昼間に活荷重を仮受け

しながら，部材交換や支承交換を行った．活荷重の仮受けでは列車の走行安全性の確保が必須であり，各部材
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は耐荷力を満足するように設計しているが，

当該現場では下部工がレンガ造であるなど，

設計上の不確定要素があった．そのため次に

示す対策を施し安全確保に努めた． 

対象桁は支間6.6mの開床式単線上路プレー

トガーダーで支承は面支承である．図-3 に正

面図と平面図を示す．本橋梁では桁端部に面

構造の端ダイアフラムが設けられており，こ

のままでは仮受梁を設置することができな

い．そのため施工手順としては．端ダイアフラ

ムを山形鋼で補強後に開孔を設け，そこから

仮受梁や仮受台を主桁間の桁端側に設置した

（図-4）．なお，補強後の端ダイアフラムは補

強前と同程度の剛性を有する構造としてい

る．また，主桁間のみでなく，主桁外側にも仮

受ブラケットと仮受台を設け，それぞれアン

カーボルトと無収縮モルタルにより下部工と

固定し，活荷重を支える構造とした． 

仮受台直下のレンガ部については事前に劣化損傷の有無を確認し

ているものの，レンガ造の内部については十分な調査が困難である．

そのため施工時のリスクとして，レンガ部が損傷し，沈下や傾斜が生

じることが考えられる．対策として，設計では桁間の仮受梁と桁外側

の仮受ブラケットについて，それぞれが単独で活荷重を支持できる設

計とした．また，施工では沈下量の管理を常時行うとともに，万一に

備えて主桁直下に活荷重に耐えられるジャッキを設けることした．こ

のような設計・施工上の安全対策を施し，無事施工完了した． 

なお，支承構造としては支点部の湿潤環境の改善と，角度は浅いも

のの斜角桁であることから橋軸方向以外への回転挙動にも対応でき

る支承構造を考え，従来の面支承から薄型 BP-B 沓（K-BP 支承）2)3)

へ交換した．そのため図-5 に示すとおり従来の下フランジより高い

位置に新たな下フランジを設けた構造に桁端改造している． 

４．まとめ 

支承交換工事で特に列車荷重を仮受けする場合は，作用力が大きい

だけではなく，列車の走行安全性や乗り心地に悪影響を及ぼさないこ

とが肝心である．また，既設構造物は不確かな要素もあるため，入念

な検討と対策が必要である．今後も関係各社と協力し，安全第一で，

かつ，質の高い設計・施工により構造物の長寿命化の実現に努めたい． 
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図-3 活荷重仮受け 
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図-4 既設端ダイアフラムの改造 

 
図-5 桁端下フランジの改造 
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